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参観日おせわになりました
　今年度最初の参観日。たくさんの保護者の方に参観していただきました。ありがとう

ございました。本来であれば各学級での学びの姿を見ていただくところですが、今回は

修学旅行が終わったばかりということもあり、学年で修学旅行の思いを共有する時間と

しました。あの場でも言いましたが、保護者の方や先生方など多くの人に見られながら

自分の考えを発言するのはとても緊張もしますし、勇気のいることだったと思います。

だからこそあの場で語られた言葉には大切な意味があると思います。

ベクトルは常に自分

来週の予定

5月8日(月) 中教振一斉部会 給食なしで下校

5月9日(火) 学年集会：進路計画・テスト日程について

5月10日(水) 教育実習スタート

5月11日(木) 眼科検診

5月12日(金)

5月15日(月)

　先日の参観日で考えてほしかったことは３つ。１つ目は東京という場所が自分にとっ

てどんな場所だったか。日本の中心であり、様々な文化や情報の発信地である東京を実

際に自分の五感で吸収することで、何か感じることがあったはず。その東京と自分との

つながりを振り返ってほしいと思います。	

　次に先輩とのつながりです。前回の学年通信でも書きましたが、どの先輩方も心を込

めて私達と向き合ってくださいました。一般の見学や企業訪問ではしないようなプログ

ラムを組んでくださったり、附属中学校のためだけに案内をしてくださったものもあり

ます。そういった気持ちを私達はどう感じたか。そしてその思いをどう文字として表現

するのか。お礼の手紙や新聞を作ってきましたが、あくまでもそれは手段であり、その

目的は自分との対話であることをもう一度確認したいものです。	

　最後に今回の修学旅行の取り組みと自分とのつながりです。今年の１月から本格的に

修学旅行の取り組みをスタートしました。自分たちで班を作り、新しい学級で学びを深

め、実際に行動し、決断し、共有する。それらの営みの中で多くの苦労や喜びがあった

ことと思います。それらを今ここでどう振り返るのか。誰かへの批判や注意で終わるの

ではなく、自分と向き合い、次につなげること。	

　特別な学校行事だけでなく、普段の生活から常にベクトルは自分に向けていたいと思っ

ています。そうすることで時間はかかるかもしれませんが、確実に自分の生活の糧になっ

ていくものと私は信じています。修学旅行が成功したのかどうかは、実はもっとあとに

なって見えてくるのかもしれません。



５月の行事予定

日 曜 行事内容
1 月 振替休業日
2 火 生徒総会
3 水 憲法記念日
4 木 みどりの日
5 金 こどもの日
6 土
7 日
8 月 中教振一斉部会　給食なしで下校
9 火
10 水 教育実習スタート
11 木 歯科検診
12 金
13 土
14 日
15 月
16 火 １年船上山宿泊研修(一日目）

日 曜 行事内容
17 水 １年船上山宿泊研修(二日目)
18 木 眼科検診
19 金 実力テスト
20 土
21 日
22 月
23 火 個別相談　教育実習最終日
24 水 個別相談
25 木 個別相談　耳鼻科検診
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水

５月は学習強調月間です

　さぁ修学旅行も終わり、今月は学習強調月間にしましょう。４月はなかなか授業も進

めることができず、まだ軌道に乗っているとは言えない部分もありました。そして来週

からは教育実習がスタートします。自分たちで落ち着いた学習環境を作っていかなくて

はなりませんね。	

　さらに19日（金）には実力テストがあります。これからは学校生活と部活動や習い事

と校内テストとのバランスを上手に取っていく必要があります。明日の学年集会では１

年間のテスト計画や進路の予定などさまざまな情報を伝えていくつもりです。「〜しな

くてはならない」といった受け身の姿勢ではなく、先見をもって積極的に取り組んでい

く姿勢を養いたいものですね。

新研究をどう利用するか

　さて、そのテスト対策ですが、新しく何かを始める必要

はありません。今あるものをしっかりと活用すること。不

安になればなるほど、いろいろと手をつけてしまいがちで

すが、せっかくみなさんには新研究があるのですから、こ

れまでの復習に利用してもらいたいのです。	

　が、その新研究…なかなか全員提出がかないません。昨

年の12月にスタートして全員提出は今だ０…。クラスによっ

ては未提出者「なし」となることもありますが､学年全体で

は…。	

　この現状、どう思いますか？


